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この秋�文化の薫り�高くこ
の
た
び
図
書
館
が
初
公
開
す

る
手
紙
は
、
越
後
国
出
雲
崎
（
新

潟
県
出
雲
崎
町
）
で
暮
ら
し
て
い

や
ま

だ

と

こ
う

た
良
寛
が
、
親
戚
の
山
田
杜
皐
に

あ
て
た
も
の
。
縦
１６
�
、
横
２３
�

の
紙
に
、薬
を
も
ら
っ
た
お
礼
と
、

依
頼
を
受
け
た
乳
母
の
件
が
済
ん

だ
こ
と
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

良
寛
の
書
簡
の
約
３
割
強
が
礼

状
。
身
近
な
人
か
ら
受
け
た
善
意

に
き
ち
ん
と
感
謝
の
思
い
を
伝
え

た
良
寛
の
、
真
面
目
な
性
格
が
う

か
が
え
る
。

な
お
、
こ
の
話
題
は
『
朝
日
新

聞
』
（
９
月
３０
日
付
）
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

良良寛寛直直筆筆のの
手手紙紙
初初公公開開�� 天理図書館・参考館が特別展

こ
の
秋
、
天
理
図
書
館
（
諸
井
慶
一
郎
館
長
）
と

天
理
参
考
館
（
岩
井
孝
雄
館
長
）
は
、
「
開
館
８４
周

年
記
念
展
」
と
「
第
７３
回
企
画
展
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
す
る
。
な
か
で
も
、
図
書
館
は
先
ご
ろ
、
江
戸
時

ぜ
ん
そ
う

は

代
の
禅
僧
で
、
歌
人
や
書
家
と
し
て
も
名
を
馳
せ
た

り
ょ
う
か
ん

良
寛
（
１
７
５
８
〜
１
８
３
１
）
の
直
筆
手
紙
を
発

見
。
今
展
で
初
公
開
す
る
。
一
方
、
参
考
館
は
、
台

へ
い

ほ

湾
の
先
住
民
族
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
「
平
埔
族
」
に
関

す
る
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
。

図
書
館
は
、
１０
月
１９
日
㈰
か

ら
記
念
展
「
手
紙

筆
先
に

お
も

こ
め
た
想
い
」
を
開
催
す
る
。

鎌
倉
期
か
ら
昭
和
期
に
お
け

る
天
皇
、
貴
族
、
武
家
、
あ
る

い
は
学
者
、
文
人
、
作
家
な
ど

の
直
筆
の
手
紙
を
数
多
く
所
蔵

す
る
同
館
。

今
展
は
、
後
花
園
天
皇
、
新

島
襄
、
夏
目
漱
石
、
樋
口
一
葉

ら
の
手
紙
２９
点
を
公
開
。
先
人

た
ち
の
手
跡
か
ら
、
そ
の
人
と

な
り
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。

◇

会
期
は
、
１１
月
９
日
㈰
ま
で

（
会
期
中
は
無
休
）
。
開
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

半
ま
で
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館
へ
。

�０７４３
‐
６３
‐
９２００

http：
//w
w
w
.tcl.gr.jp/

か
わ
ひ
が
し
へ
き

ご

と
う

▲

正
岡
子
規
河
東
碧
梧
桐
宛

【
明
治
２７
（
１
８
９
４
）
年
１０
月
２９
日
】

碧
梧
桐
は
、
小
説
家
を
志
す
た
め
に
、
第
二
高
等
学
校
（
現
在
の

東
北
大
学
）
を
辞
め
る
こ
と
を
子
規
に
告
げ
る
。
こ
の
手
紙
は
、

そ
の
返
事
。
子
規
は
手
紙
の
前
半
で
、
碧
梧
桐
の
気
持
ち
に
寄
り

添
う
が
、
後
半
に
な
る
と
「
学
校
を
や
め
る
こ
と
が
、
な
ぜ
小
説

家
に
な
れ
る
か
一
向
に
分
か
ら
ぬ
」
と
引
き
と
め
る

１０
／
１９
〜
１１
／
９

図
書
館

手
紙
に
見
る�
人
と
な
り
�

あて

▲良寛 山田杜皐宛
【文政期（１８１８～３０年ごろ）】
初公開される良寛の手紙。「今朝あなたから頂いた薬を飲みました。
ご依頼の乳母の件は頼んでおきました」との旨が記されている

参
考
館
は
現
在
、
企
画
展

・
・

「
台
湾
平
埔
族
の
も
の
が
た
り

歴
史
の
流
れ
と
生
活
文
化

の
記
憶
」
を
開
催
中
。

平
埔
族
は
台
湾
西
部
平
野
部

に
住
む
民
族
集
団
の
総
称
で
、

台
湾
の
先
住
民
族
グ
ル
ー
プ
の

一
つ
だ
。

同
館
は
平
埔
族
関
連
の
資
料

約
３００
点
を
所
蔵
。
そ
の
大
半
が

現
地
に
は
残
っ
て
い
な
い
貴
重

な
も
の
ば
か
り
。
昨
年
３
月
に

台
湾
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
で

は
、
現
地
博
物
館
の
要
請
を
受

け
、
同
館
所
蔵
の
資
料
３３
点
を

提
供
し
た
。

今
展
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
料

を
含
む
地
図
や
古
文
書
、
生
活

用
具
な
ど
１４５
点
を
展
示
。
展
示

室
に
は
、
子
供
向
け
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
置
か
れ
て
い
る
。

◇

会
期
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
。
１０
月
２５
日
㈯
午
後
１
時

半
か
ら
「
ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー

カ
ン
」
、
１０
月
２７
日
㈪
と
１１
月

２６
日
㈬
の
午
後
１
時
半
か
ら

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
展
示

解
説
）」、
１１
月
１６
日
㈰
午
後
１

時
半
か
ら
「
企
画
展
講
座
」
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

会
期
は
１２
月
８
日
㈪
ま
で
。

火
曜
日
休
館
（
１１
月
２５
日
は
開

館
）
。
「
関
西
文
化
の
日
」
の

１１
月
１５
日
㈯
、
１６
日
㈰
は
無
料

で
入
館
で
き
る
。
開
館
時
間
は

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
半

ま
で
（
入
館
は
４
時
ま
で
）
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館
へ
。

�０７４３
‐
６３
‐
８４１４

http：
//w
w
w
.sankokan .

jp/

１０
／
８
〜
１２
／
８

参
考
館

台
湾
先
住
民
族
の
も
の
が
た
り

ハン シ コウ だん らん▲

潘士興家庭団欒図
けん いん

潘氏は、平埔族の一グループを牽引
するリーダーとして活躍した

▲松尾芭蕉 窪田宗七宛
【貞享５（１６８８）年２月１９日】
芭蕉が、酒造家で友人の宗七に「辛口のお酒を一升ください」
とあてたもの ▲礼装用の袖無し上衣（右が男子用）

講
習
会
で
は
、
講
師
の
葛
西

直
己
・
津
輕
大
教
会
長
が
「
若

き
あ
ら
き
と
う
り
よ
う
を
導
く

た
め
に
」
と
題
し
て
講
話
し
た

（
写
真
）
。

葛
西
講
師
は
冒
頭
「
青
年
会

員
は
�
あ
ら
き
と
う
り
よ
う
�

と
呼
ば
れ
る
。
活
動
の
中
心
に

携
わ
る
皆
さ
ん
方
に
は
、
ま
ず

は
自
分
が
�
あ
ら
き
と
う
り
よ

う
�
で
あ
る
と
い
う
強
い
自
覚

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。そ

の
う
え
で
、
若
年
層
の
会

員
の
育
成
に
当
た
る
際
の
心
構

え
と
し
て
「
人
を
育
て
る
に
は

神
様
の
お
働
き
を
頂
く
し
か
な

い
。
ま
ず
は
、
親
神
様
の
求
め

ら
れ
る
心
へ
と
自
分
自
身
が
成

人
さ
せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
指
摘
。
若
い
会

員
と
接
す
る
中
で
、
思
う
よ
う

に
事
が
進
ま
な
い
と
き
は
、
自

分
の
心
を
顧
み
、
相
手
の
た
め

に
行
動
で
き
て
い
る
の
か
と
問

い
か
け
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
し
て
「
人
を
導
く
要
点
は
、

相
手
を
待
ち
、
許
し
、
見
捨
て

ず
、
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
だ

と
思
う
」
と
話
し
た
。

最
後
に
「
親
神
様
に
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
お
ぢ
ば

に
心
を
寄
せ
る
伏
せ
込
み
や
理

づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。
な
か

な
か
成
果
が
出
な
く
て
も
、
地

道
に
根
気
よ
く
日
々
実
動
す
る

姿
は
、
後
輩
会
員
の
心
に
映
る

だ
ろ
う
」
と
、
講
話
を
締
め
く

く
っ
た
。

天
理
教
校
学
園
高
校
（
大
西

吉
治
校
長
）
は
９
月
２４
日
、
同

校
講
堂
で「
海
外
研
修
発
表
会
」

を
実
施
し
た
。

同
校
の
海
外
研
修
は
、
異
文

化
に
ふ
れ
、
海
外
布
教
の
一
端

を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
３
年
に
ス
タ
ー
ト
。
今

年
は
、
２
・
３
年
生
の
計
１８
人

が
夏
休
み
を
利
用
し
、
ア
メ
リ

カ
、
韓
国
、
台
湾
、
メ
キ
シ
コ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ド
イ
ツ
の
８
カ
国
・
地

域
で
研
修
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
日
の
発
表
会
で
は
、
研

修
生
た
ち
が
現
地
で
撮
影
し
た

写
真
や
映
像
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
に
映
し
な
が
ら
、
研
修
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

２
年
ぶ
り
２
回
目
の
実
施
と

な
っ
た
今
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

修
に
は
、
４
人
が
参
加
し
た
。

期
間
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張

所
の
月
次
祭
と
、
計
６
カ
所
の

教
会
・
布
教
所
に
参
拝
し
た
ほ

か
、
英
国
連
絡
所
の
子
供
会
に

も
参
加
し
た
。

ま
た
、
現
地
の
教
友
と
共
に

戸
別
訪
問
、
路
傍
講
演
、
ひ
の

き
し
ん
、
鳴
物
練
習
な
ど
を
行

っ
た
。

も
み
た
に

研
修
生
の
一
人
、
椴
谷
え
り

か
さ
ん（
３
年
）は
「
現
地
教
友

の
皆
さ
ん
方
の
心
の
温
か
さ
や

じ
か

信
仰
の
熱
を
直
に
感
じ
、
海
外

布
教
へ
の
思
い
が
一
層
強
く
な

っ
た
。
将
来
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
で
布
教
で
き
る
よ
う
、

卒
業
後
は
天
理
大
学
で
語
学
を

習
得
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

地
道
に
根
気
よ
く
実
動
を

ま
さ
な
お

青
年
会
本
部（
中
山
正
直
委
員
長
）は
９
月

２７
日
午
後
、
第
３
食
堂
で
「
あ
ら
き
と
う
り

よ
う
育
成
講
習
会
」
を
開
催
。
直
属
分
会
委

員
長
や
育
成
担
当
者
ら
２１８
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
各
直
属
分
会
の
育
成
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
と
、
若
年
層
育
成
へ
の
意
識
向
上

を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
。

海
を
渡
っ
て
布
教
体
験
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天理幼稚園運動会

海
外
研
修
発
表
会

あ
ら
き
と
う
り
よ
う
育
成
講
習
会

教
校
学
園
高

青年会

天理幼稚園（上田恵美園長）は７日、「運動会」を開いた。
プログラムは、園児全員による「ズババ☆バーン体操」でス
タート。音楽に合わせて、「バーン�」とかけ声をかけながら
思いきり体を動かしたら、最後はみんなでポーズを決めて準備
体操もバッチリ（写真）。
この後、「かけっこ」や「リズム表現」など全１８種目が行わ

れ、秋晴れのもと、園児たちは元気いっぱいに体を動かした。

恥
ず
か
し
な

が
ら
、
以
下
は

実
話
で
あ
る
。

ま
だ
子
供
が
小

さ
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
。
留

守
に
人
が
来
て
、「
お
母
さ
ん

い
ま
す
か
？
」と
尋
ね
ら
れ
、

子
供
は
「
お
母
さ
ん
は
、鬼
、

追
い
か
け
に
行
っ
た
」
と
答

え
た
と
い
う
。
「
鬼
を
？

追
い
か
け
に
？
」
。
何
の
こ

と
や
ら
分
か
ら
ず
じ
ま
い
。

あ
と
で
、
そ
の
話
を
聞
い
て

「
そ
れ
は
、
オ
ニ
オ
イ
ガ
ケ

の
こ
と
や
」
と
判
明
し
た
と

な
か

き
に
は
、
家
族
中
お
腹
が
よ

じ
れ
る
ほ
ど
笑
っ
た
。
や
が

て
、
そ
の
子
が
小
学
生
に
な

っ
た
こ
ろ
、
「
友
達
の
お
ば

ち
ゃ
ん
、お
ぢ
ば
に
行
っ
て
、

週
４
日
の
ひ
の
き
し
ん
が
大

変
っ
て
言
っ
て
た
」と
言
う
。

「
週
４
日
？
」
。
は
て
、
何
度

も
聴
き
な
お
す
が
、
そ
ん
な

行
事
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
、
「
も
し
か

し
て
、
そ
れ
は
、
シ
ュ
ウ
ヨ

ウ
カ
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
」

と
、
こ
れ
ま
た
み
ん
な
目
に

涙
を
う
か
べ
て
笑
い
転
げ

た
。
子
が
子
な
ら
、
親
も
親

で
、
お
め
で
た
い
▼
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
、
も
う
一
度
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

笑
え
な
か
っ
た
。
少
年
会
で

お
つ
と
め
の
稽
古
を
し
た
あ

と
、
子
供
が
三
下
り
目
の
十

の
「
じ
つ
の
か
み
に
は
そ
う

い
な
い
」
と
い
う
お
歌
を
さ

し
て
「
そ
う
い
な
い
っ
て
、

め
っ
た
に
居
な
い
っ
て
こ
と

だ
よ
ね
、
み
ん
な
そ
う
言
っ

て
る
」
と
、
お
お
ま
じ
め
に

あ

ぜ
ん

言
っ
た
。
こ
れ
に
は
唖
然
と

し
た
。
「
相
違
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
は

無
理
も
な
い
。
無
理
も
な
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
が

お
こ
た

ら
、
私
た
ち
は
説
明
を
怠
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
子
供
に

し
て
み
れ
ば
、
よ
く
耳
に
す

る
オ
ニ
オ
イ
ガ
ケ
も
シ
ュ
ウ

ヨ
ウ
カ
も
ソ
ウ
イ
ナ
イ
も
、

意
味
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
外

国
語
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い

て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
あ

る
▼
教
え
を
伝
え
る
に
は
、

と
り
わ
け
縦
の
伝
道
に
は
、

折
に
ふ
れ
、
ま
た
は
必
要
に

応
じ
て
、
親
切
で
適
切
な
説

明
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

わ
が
不
親
切
を
し
み
じ
み
と

思
っ
た
。

（
橋
本
）

立
教
１７７
年

点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳ひのきしん者養成講習会
１０月２５日�受講者募集

天理教点字文庫の蔵書制作に携わり、点訳を通して視覚障

害者の方々への文書布教を目指すひのきしん者を養成する講

習会です。一人でも多くの方の受講をお待ちしています。 お
う
た
演
奏
会

本部夕づとめ後 第３食堂
※入場無料

日 時 １０月２７日�午前９時受付～２９日�午後１時
会 場 第３８母屋 ※講習会日程以外の宿泊はできません

受講費 ４０００円（教材費・食費・宿泊費等一切を含む）

※当日、受付にて徴収。自宅から通う方は、昼食のみ申し

込むこともできます

携行品 日用品、筆記具、点字器（初心者には貸し出します）

内 容

初 級……（初心者対象）点字の読み方・書き方、点訳の

基礎

中 級……分かち書き（マス空け）復習

上 級……点訳総復習、文法の勉強

研修部……主に通信教育仕上げコース者・点訳者が対象

締 切 １０月２０日�必着

曲 目

・おうた１『やまさかや』永井幸次作曲

・おうた２交響詩『おやさま』
こう さく

山田耕筰作曲

・おうた１２交声曲『ひながたの道』
だん い く ま

中山もと編／團伊玖磨作曲
お や ま も り

・『親神様の守護』中山善衞作詞・作曲

指 揮 安野英之

出 演 音楽研究会合唱団・児童合唱団

音楽研究会オーケストラ

主 催 天理教音楽研究会
後 援 天理教文化委員会申し込み・問い合わせ

※詳細は音楽研究会（�０７４３‐６３‐１６９７）
または南右第二棟企画課（�０７４３‐６３‐２０５４）へ

〒６３２‐８５０１天理市三島町２７１布教部福祉課「点字文庫」
�０７４３‐６３‐６１６２�０７４３‐６３‐１５１１内線５３２５�０７４３‐６３‐７２６６

（２）立教１７７年（平成２６年／２０１４年） １０月１２日第３種郵便物認可 週刊（日曜日発行）


